













[第 1篇〕 ラッ トにおける吉田肉腫の皮下移植に及ぼす
結核感作の影響
京都大学医学部大学院学生 (主課目担当教授 西尾 雅七)
京都大学結核研究所研究員 (教授 辻 周介)




























































免疫を起 こす ことが試み られ,Andervont(19
32)3),Aptekman(1946)4),Lewis(1951)5),6)等








hison19559))｡以 上 の ような特異的免疫の他
に,非特異的な因子の参加 も腫癌免疫には重要
で,これは古 くは大いに注 目されていたのであ
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生後4過から5週目,体重約 80gの雌雄 同数 の
Sprague-Dawley(SD)系ラットを使用した｡
(2) 動物の感作











































表 1 吉 田 肉 腫 皮 下 接 腫 実 験
･:･1 ･:･ご 腫 軍 紀 こ:･3
.腹 水 型 白血病型 睦癖型 計 %
l
無 ･. 71 35 3(9･5) 21(12･2) 16(18･9) 40(14･7) 56
BCG 皮下注 ; 59 17 2(12･0) 6(15･6) 10(35･0) 18(26･0) 31











































?? ? ? ? ? ?
??
た潰嫁より壊死を起こした腫場の一部を流出す




















生存 日数は 15.5日と更に長いo これらの動物
では,皮下の腰揚が35mm前後に達 し,壊死を





















その発育は多少とも無処置群に比 し緩 徐 で あ
り,腫メ募組織の壊死を起こして癒痕化の傾向も
認められる｡感作動物では,巨大な腫癌が40日








































































































































の播種源は接種 した耳腫瘍にあると考 え て よ
い｡この腰痛の除去が遅れると,ここより播種
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癌免疫を腫揚特異の免疫との組合わ せ に よ っ














































































を果 たす 事実 が知 られて来た (Bilingham
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